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逓
信
省
の
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
吉

田
鉄
郎
は
１
８
９
４
年
５
月
18
日
に
富
山

県
礪
波
郡
福
野
町
（
現
南
砺
市
）
に
生
ま

れ
、
１
９
５
６
年
９
月
８
日
に
東
京
都
杉

並
区
荻
窪
で
な
く
な
っ
た＊

１

。
今
年
で
没
後

70
年
を
迎
え
る
。
吉
田
の
旧
姓
は
五ご

と
う島
で

あ
る
。
大
学
卒
業
直
後
に
戸
出
町
（
現
高

岡
市
）
出
身
の
吉
田
芳
枝
と
結
婚
し
吉
田

家
の
養
嗣
子
と
な
っ
た注

１

。

　

吉
田
の
生
誕
地
、
福
野
町
に
は
吉
田
が

設
計
し
た
建
物
が
い
く
つ
か
現
存
し
て
い

る＊
２

。
吉
田
の
処
女
作
と
さ
れ
る
西
方
寺
授じ

ゅ

眼が
ん
ぞ
う蔵

図
書
館
は
、
仏
教
図
書
な
ど
を
収
蔵

す
る
た
め
に
１
９
１
９
年
に
完
成
。
ま
だ

学
生
だ
っ
た
吉
田
が
設
計
に
関
与
し
た
と

の
こ
と
で
、
玄
関
前
の
エ
ン
タ
シ
ス
の
柱

や
頂
部
が
平
ら
な
窓
な
ど
お
お
ら
か
な
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
そ
の
仕
事
を
通
し
て
棟

梁
佐
々
木
嘉
平
（
四
代
）
と
の
知
己
を
得

た
こ
と
が
、
吉
田
が
日
本
の
伝
統
建
築
に

精
通
し
、
日
本
建
築
の
良
さ
を
受
け
継
い

だ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
生
み
だ
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
。

　

父
と
、
兄
の
五
島
寛
平
（
五
代
、
六

代
）
が
郵
便
局
長
を
務
め
た
福
野
郵
便
局

と
そ
の
住
居
部
分
は
１
９
２
３
年
に
完
成

吉
田
の
き
め
細
か
い
配
慮
が
み
ら
れ
る
。

２
０
２
３
年
、
洋
館
は
そ
の
周
囲
に
建
つ

蔵
、
倉
庫
、
門
お
よ
び
塀
と
共
に
住
環
境

を
一
体
と
し
て
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。
現
在
は
山
田
家
11
代
当
主
、

山
田
正
彦
氏
が
管
理
さ
れ
、
非
定
期
で
は

あ
る
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

山
田
家
住
宅
洋
館
が
竣
工
し
た
の
は

１
９
２
９
年
、
吉
田
の
代
表
作
で
あ
る
東

京
中
央
郵
便
局
が
完
成
す
る
２
年
前
で
あ

る＊
４

。
欧
州
で
は
１
９
２
５
年
に
ド
イ
ツ
、

デ
ッ
サ
ウ
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
、様
式
建
築
か
ら
離
脱
し
、合
理
的
な

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
が
模
索
さ
れ
た
時
代
で

あ
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
（
１
９
１
４
―
18
）、ロ
シ
ア
革
命

（
１
９
１
７
）、
ド
イ
ツ
革
命
（
１
９
１
８

―
19
）、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
１
９
１
８
―

20
）、
世
界
恐
慌
（
１
９
３
０
）
な
ど
、
大

き
な
社
会
的
危
機
が
発
生
し
た
変
革
の
時

代
に
生
ま
れ
、
育
っ
た
も
の
で
あ
る
。
わ

が
国
で
は
関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
）
も

発
生
し
、
そ
の
復
旧
、
復
興
事
業
の
た
め

困
窮
を
極
め
た
時
代
で
あ
る
。
激
動
す
る

社
会
を
背
景
に
、
当
時
の
建
築
家
は
進
む

べ
き
道
を
模
索
し
た
。
吉
田
も
そ
の
一
人

で
あ
る
。

　

山
田
家
住
宅
洋
館
の
設
計
は
１
９
２
７

年
に
完
了
、
東
京
中
央
郵
便
局
は
設
計
変

更
を
繰
り
返
し
た
が
１
９
２
８
年
に
設
計

を
完
了
し
た
と
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

し
て
い
る
。
局
舎
の
部
分
は
現
存
し
な
い

が
、
住
居
は
隣
地
に
曳
家
さ
れ
て
残
っ
て

い
る
。
１
９
２
８
年
に
は
近
隣
の
城
端
郵

便
局
も
竣
工
し
た
（
現
存
せ
ず
）

注
２

。

　

そ
し
て
１
９
２
９
年
に
山
田
家
住
宅
洋

館
が
完
成
す
る＊

３

。
山
田
家
は
代
々
、
福
野

で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
。
酒
造
の
た
め

の
施
設
が
並
ぶ
大
き
な
敷
地
の
中
央
部
分

に
、
山
田
家
八
代
の
山
田
正
年
が
洋
館
を

建
設
し

た
。
山

田
家
や

五
島
家

な
ど
の

素
封
家

は
福
野

の
地
域

文
化
を
担
い
、
親
し
く
交
流
し
て
い
た
の

で
、
吉
田
が
設
計
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

る
。
山
田
正
年
の
嗣
子
正
廣
は
結
核
を

患
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
療
養
生
活
を
第

一
に
考
え
た
住
ま
い
が
計
画
さ
れ
た
。
明

る
い
日
差
し
が
差
し
込
む
室
内
、
通
風
換

気
に
配
慮
し
た
開
口
部
の
配
置
、
昇
降
し

や
す
い
緩
や
か
な
勾
配
の
階
段
、
出
隅

を
丸
く
し
た
室
内
各
所
の
納
ま
り
な
ど

設
計
さ
れ
た注

３

。
２
つ
の
建
物
は
、
規
模
も

用
途
も
大
き
く
異
な
る
が
、
吉
田
が
世
界

の
建
築
界
の
潮
流
も
視
野
に
、
自
分
自
身

の
建
築
の
目
標
を
定
め
て
歩
み
だ
し
た

１
９
２
０
年
代
後
半
に
設
計
さ
れ
た
作
品

と
し
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　

東
京
中
央
郵
便
局
は
、
東
京
駅
丸
の
内

駅
舎
に
面
し
日
本
を
代
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

街
の
入
り
口
に
建
つ
大
き
な
建
物
で
あ

る
。
純
白
の
壁
面
と
黒
色
の
窓
枠
、
日
本

の
伝
統

建
築
を

感
じ
さ

せ
る
柱

と
梁
の

架
構
が

構
成
す

る
清
楚

な
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。
一
方
、
福
野
郵
便
局
、
城

端
郵
便
局
、
山
田
家
住
宅
洋
館
は
、
い
ず

れ
も
外
観
は
黒
い
下
見
板
張
り
の
大
壁
で

あ
り
、
枠
周
り
と
桟
が
白
く
塗
ら
れ
た
開

口
部
や
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
が
印
象
的
で
あ

る
。
吉
田
は
東
京
中
央
郵
便
局
と
福
野
町

の
山
田
邸
洋
館
を
設
計
す
る
に
あ
た
っ

て
、
両
者
を
対
比
し
て
、
あ
た
か
も
白
と

黒
の
「
対
」
の
建
物
の
よ
う
に
設
計
を
進

め
て
い
た
の
で
は
な
か
と
想
像
す
る
。

　

吉
田
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
砺
波
平
野

に
は
、
屋
敷
林
に
囲
ま
れ
た
ア
ズ
マ
ダ
チ
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福
野
が
生
ん
だ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
原
点

東
京
中
央
郵
便
局
と
山
田
家
住
宅
洋
館

芝
浦
工
業
大
学 

名
誉
教
授
　
南
　
　
一か

ず
の
ぶ誠

の
原
点
は
高
岡
の
瑞
龍
寺
に
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

吉
田
は
１
９
３
１
年
か
ら
約
１
年
か
け

て
欧
米
に
出
張
し
、
逓
信
省
の
業
務
の
傍

ら
建
築
を
視
察
し
多
く
の
建
築
家
達
と
懇

談
し
て
い
る
。
帰
国
直
後
に
は
日
本
に
亡

命
し
て
き
た
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
を
日
本

各
地
に
案
内
し
、
タ
ウ
ト
の
著
書
を
通
し

て
桂
離
宮
な
ど
日
本
建
築
に
つ
い
て
欧
米

の
理
解
が
進
む
こ
と
に
寄
与
し
た
。
住
宅

が
日
本
建
築
の
基
礎
を
作
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
た
吉
田
は
、
１
９
３
５
年
に
は
自

ら
ド
イ
ツ
語
で
『
日
本
の
住
宅
』
を
執
筆

し
、
ド
イ
ツ
の
ワ
ス
ム
ー
ト
社
か
ら
出

版
、
当
時
の
欧
米
人
が
日
本
の
住
文
化
を

深
く
理
解
で
き
る
唯
一
の
書
籍
と
な
っ

た
。
晩
年
に
も
ド
イ
ツ
語
で
『
日
本
の

建
築
』（
１
９
５
２
）、『
日
本
の
庭
園
』

（
１
９
５
７
）
を
執
筆
し
、建
築
家
の
目
で

日
本
建
築
を
海
外
に
向
け
て
発
信
し
た注

４

。

　

吉
田
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
伝

統
を
現
代
の
生
活
に
生
か
し
、
自
然
環
境

を
重
視
し
た
建
築
を
数
多
く
設
計
し
た
。

吉
田
の
没
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
彼
の
作
品

集
の
巻
頭
言
「
追
想　

序
に
か
え
て
」
で

恩
師
の
内
田
祥
三
東
大
名
誉
教
授
は
「
吉

田
鉄
郎
君
は
建
築
物
の
設
計
を
す
る
場
合

に
、
そ
れ
の
環
境
と
の
調
和
に
重
き
を
置

い
た
。」
と
評
し
て
い
る＊

７

。

　

吉
田
鉄
郎
の
没
後
70
年
を
迎
え
て
、
彼

が
目
指
し
た
建
築
の
理
想
を
改
め
て
考
え

た
い
が
、
そ
の
基
盤
は
吉
田
が
幼
少
期
を

過
ご
し
た
南
砺
福
野
町
の
豊
か
な
自
然
環

境
と
人
々
が
織
り
な
し
て
き
た
地
域
文
化

が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
山
田
家
住
宅

洋
館
は
、
100
年
近
く
前
に
建
て
ら
れ
た
も

の
だ
が
、
今
も
当
時
の
姿
を
大
き
く
変
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
地
域
文
化
を
代
表
す
る
貴
重
な
資
産

と
し
て
も
、
次
の
世
代
に
良
い
形
で
つ
な

い
で
い
き
た
い
。

の
農
家
が
点
在
す
る
。
用
水
が
扇
状
地
の

自
然
の
地
形
に
従
っ
て
流
れ
農
地
を
潤

し
、
農
家
の
屋
敷
も
用
水
を
利
用
し
や
す

く
配
置
さ
れ
て
い
る＊

５

。
吉
田
は
数
多
く
の

公
共
建
築
や
住
宅
を
設
計
し
た
が
、
い
ず

れ
も
周
辺
の
環
境
と
建
築
と
の
か
か
わ
り

を
重
視
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

幼
少
期
に
砺
波
の
散
居
村
の
美
し
い
景
観

を
見
て
育
っ
た
吉
田
が
、
建
物
と
環
境
と

の
調
和
を
大
切
に
考
え
る
建
築
家
に
成
長

し
た
の
は
、
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。

　

吉
田
は
福
野
か
ら
中
越
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ

城
端
線
）
に
乗
り
、県
立
高
岡
中
学
校
（
現

高
岡
高
校
）
に
通
っ
た
。
高
岡
に
は
加
賀

藩
第
二
代
藩
主
前
田
利
長
公
の
菩
提
寺
瑞

龍
寺
が
あ
り
、
吉
田
も
訪
れ
た
に
違
い
な

い
。
仏
殿
を
中
心
に
回
廊
が
囲
む
禅
宗
寺

院
の
伽
藍
は
、
ど
の
建
物
も
細
部
に
至
る

ま
で
緻
密
に
美
し
く
造
ら
れ
て
お
り
、
各

建
物
が
群
と
し
て
絶
妙
に
調
和
し
た
全
体

配
置
を
構
成
し
て
い
る
。
バ
ッ
ハ
の
音
楽

を
愛
し
た
吉
田
は
晩
年
、「
ち
ょ
っ
と
で

も
動
か
し
た
ら
全
体
が
く
ず
れ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
よ
う
な
究
極
的
な
調
和
を
保
ち

な
が
ら
、
が
っ
ち
り
と
組
合
わ
さ
れ
、
し

か
も
淡
々
と
流
れ
て
い
く
構
造
的
な
美
し

さ
。
あ
っ
と
い
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、き
く
も
の
の
心
に
し
ず
か
に
、ま
た

ふ
か
く
し
み
こ
ん
で
く
る
類
の
も
の
。
建

築
も
や
は
り
こ
う
こ
な
く
て
は
…
と
、
つ

く
づ
く
お
も
う
」
と
述
べ
て
い
る
が＊

６

、
そ

吉
田
鉄
郎
没
後
70
年

注
⑴
本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
、
参
考
文

　
　

献
に
記
載
す
る
故
向
井
覺
氏
、
山
田
正

　
　

彦
氏
、
村
田
一
也
氏
の
研
究
成
果
な
ど

　
　

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

⑵
現
存
し
な
い
が
、
１
９
３
５
年
に
完
成

　
　

し
た
福
野
農
学
校
農
業
博
物
館
・
報
徳

　
　

会
館
は
吉
田
の
設
計
と
さ
れ
る
。
西
方

　
　

寺
に
あ
る
五
島
家
の
墓
所
も
吉
田
の
作

　
　

で
あ
る
。

　

⑶
富
山
で
海
運
業
を
営
ん
だ
馬
場
家
の
東

　
　

京
宅
、
旧
馬
場
家
牛
込
邸
（
１
９
２
８

　
　

年
完
成
。後
に
最
高
裁
判
所
長
官
公
邸
、

　
　

国
指
定
重
要
文
化
財
）
も
ほ
ぼ
同
時
期

　
　

に
設
計
さ
れ
た
。

　

⑷
『
日
本
の
建
築
』
に
対
し
て
、
日
本
建

　
　

築
学
会
賞
１
９
５
２
年
度
（
業
績
）
が

　
　

授
与
さ
れ
て
い
る
。

（
著
者
略
歴
：
１
９
５
６
年
生
ま
れ
。

１
９
８
１
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
郵
政

省
建
築
部
に
勤
務
。芝
浦
工
業
大
学
建
築
学

科
教
授
を
経
て
現
在
、
同
名
誉
教
授
）
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